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φ2～20mmの礫を主体とし、最大径
はφ30mm程度。礫間はシルト質砂。
含水量が多い。
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岩芯まで風化が及んで砂質土状をな
し、上端は含水多く脆弱。

強風化
砂岩 褐灰

全体に熱変質を受け、一部の造岩鉱
物が再結晶したホルンフェルス化し
た様相を呈する。
部分的に堆積構造(葉理)が認められ
る。
割れ目が多く、コア試料は角礫状あ
るいは10cm以下の岩片状～短柱状に
分離しやすい。
岩片自体は中硬質で、ハンマーの普
通打撃で割れる程度の硬さ。
深度3.0～4.0m間は風化が進んでお
り、コアは手で折れるほど脆弱。
深度4.0m以深は割れ目が発達してお
り、特に深度5.5m以深は岩盤状態が
非常に悪く、コアが一部流失。
軟岩相当の岩盤。
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